
Title 地場産業のデザイン振興について

Author(s) 大原, 雄寛

Citation デザイン理論. 2000, 39, p. 100-101

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/53267

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



大 会 発 表 要 旨1998,10.23-24

地場産業のデザイン振興について

大原雄寛/成 安造形大学

94年か ら97年の4年 にわたり滋賀県から委

嘱を受け,滋 賀県の地場産業の柱でもある繊

維産地の振興に関する研究を行った。

成安造形大学が93年 に滋賀の地 に開学 した

ことも地域から大きく期待され,特 に繊維産

地の沈滞に関 して材料産地から製品産地に移

行することでその展開の可能性が見られるの

ではないかとの思いがあった。

1)

94年度は滋賀県繊維工業指導所(現 滋賀県

工業技術総合センター)の 小谷麻里,成 安造

形短期大学内藤英治,成 安造形大学藤本哲夫,

大原雄寛があたり,研 究テーマは 「オールシー

ズン用寝装 ・インテリアのシーズデザインの

創作」 とし,主 に湖東の繊維産地を強 く意識

したデザイン啓蒙活動とデザイン提案活動を

中心とした。

多 くの企業が永年素材を扱 ってきた。或い

はデザインを指定され注文に応 じてきた。優

れた完成品を生産 している企業は数少ない。

その中で産地の現状を視察し,繊 維製品の可

能性を探るべ く出来るだけ多くのアイデアを

提案をすることにした。 また学生の研究 ・提

案への参加の形も考察 してみた。

2)

95年度か らは 「創造性ある生産活動 とデザ

インの係わりについて」 とし,産 地のデザイ

ン意識の啓蒙を柱とした取 り組みとする。

以下各年度の研究報告書の序文の一部を記

す。

人々の生活に関 して,精 神的にも物質的に
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も 「もの」を通 してより良い生活 スタイルを

設計する事がデザインの役割と考える。そ し

て,デ ザイン活動には二っの道がある事に気

付 く。一つは,生 活を営む一人一人がデザイ

ナーであり,日 常生活の中か ら工夫をこらし,

手作 りの中か ら生活改善を行う方法であり,

創意工夫を自ら自然に行い,言 わば自らの生

活改善改良が日常的に行われている事である。

もう一っは,多 くの人に安価で生活の便利 さ

や美 しさを提供する,経 済活動か ら生 まれる

「製品」の提供である。その為 に,企 業 と し

てのデザイン能力の向上が望まれる。技術や

素材の改良或いは変化に対 しても敏感に反応

し,現 生活の維持と改善提案を含む製品の生

産が期待される。

今回は後者の問題をテーマとして研究する

事が目的となっている。 デザイン行為が人々

の生活を美 しく便利にする為に,ま たこの行

為が企業として成立する為に,デ ザインがど

のような意味を持ち,デ ザイン意識を企業の

中でどのように持っべきかを考察 し,実 験 し,

産地に提案出来る研究が望 まれている。

今回滋賀県か ら委嘱された研究 は,ま さし

くこれか らの生活にとって必要な,美 と経済

活動の接点を発見 し,デ ザインと言う切り口

か ら生産者を啓蒙する事にある。成安造形大

学にとって も,繊 維工業指導所にとっても,

生産の問題の原点を考える貴重な物となろう。

3)96年 度

昨年に続き同一タイ トルの研究 テーマ 「創

造性ある生産活動とデザインの係わりについ

て」となったのは,ニ カ年 にわたる研究成果



にある程度の期待と関心が繊維産地に生まれ

た結果である。創造的な生産地を目指すこの

研究も三年目になり,こ の取 り組みと産地 と

の関係もようや く親しい関係ができてきた。

それは昨年実験的に取 り組んだ 「繊維製品デ

ザインコンペティション」の結果に対 して,

産地の方々から多くの意見がよせられた事で

も判断できる。

昨年のコンペでは 「ニューインテリア」に

対する自由なアイデアを一般か ら募集 した。

その結果200点 を越えるアイデアがよせ られ,

この種のコンペとしては成功であったと言え

る。繊維製品に対 して多 くの消費者やデザイ

ン関係者にとって,期 待のもてる方法であっ

たと考えられる。

生産地の創造力をどのようにして高めてい

くか,き わめて難 しい課題である。デザイン

の創造活動が必ず しも業績の向上にっながる

わけではないからである。 しか し時代の推移

とともに人々の生活様式が変化 していく中で,

その変化を読みとり,新 しい繊維製品を積極

的に提案する態度が,生 産者に求め られる。

生産者側が,製 品開発に積極的になることは

当然であるが,消 費者の生活に関する繊維製

品への期待や要望を知る努力もまた必要であ

る。

デザインコンペに期待できることは,応 募

提案の内容が生活の中で何か工夫が,あ るい

は楽 しい事柄が,繊 維製品を通 してうまれな

いかという発見にある。また,各 地からの応

募は,滋 賀の繊維製品に何 らかの関心を持 っ

ていると解釈すれば,産 地にとってはこの上

ない励みになる。

明瞭な結論を得ることのできにくい研究で

はあるが,地 道な研究の継続が大切であると

認識 している。

4)97年 度

三力年にわたり同一 タイ トルの研究テーマ

「創造性ある生産活動とデザインの係わ りに

っいて」 となった。初回,一 昨年のコンペで

は 「ニューインテリア」に対する自由なアイ

デァを一般か ら募集 した。インテリアに関す

る多様な提案がよせ られたが,奇 抜なアイデ

アも多 く,産 地の方々か らはとまどいの声が

聞かれた。

しか し,コ ンペの目的には主要な三っの点

がある。一つは,商 品開発に具体的に参考に

なるアイデアを もとめること。一っは,湖 東

が繊維産地であることを知ってもらうこと。

あと一っは,繊 維製品のデザイナーの育成に

ある。

初回の経験か ら,昨 年第二回のコンペは,

産地の期待する第一の点を強調 した内容 とし

て 「座布団 ・クッションへの提案」 とした。

その結果,コ ンペに寄せられたアイデアを試

作する企業があ らわれた。 まだ商品化までに

は至 らないが,新 商品開発への試行錯誤がう

まれたことは重要なご事柄である。

今年度,第 三回のコンペは昨年の主旨をさ

らに強調 し,産 地にダイナ ミックなデザイン

運動がひろがることを期待 し,第 二回と同一

テーマでアイデアを募集することにした。結

果は以降に報告するが,今 回の四年間の研究

のあいだ,滋 賀県の地場産業全般にわた り,

デザインの重要性の認識が高まり,び わこデ

ザイン文化協会,デ ザインフォーラム滋賀の

誕生 したことも大 きい出来事である。創造的

な商品づくりへ向て滋賀県の産地の方々が大

きく動 き出している事実を大切にしたいと思

う。
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